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低価格の商用ネットワークサービスプロバイダーの登場や、マスコミの注目度

の高さ、あるいはネットワーク利用に適したハードやソフトウェアの充実なども

あって、95年の1年間でインターネットの利用者は急増したといわれている。

だが、そうした人たちの実態や利用状況については、一元的に調査することが

難しく、正確に把握できていないのが実状である。

ここでは95年10月にサイバースペース・ジャパン（CSJ）がオンライン上で行

ったアンケート調査と、95年12月にインプレスが実施した誌上アンケート調査を

中心に、日本におけるインターネット利用者の現状を分析してみたい。

1.調査概要

地域範囲／いずれも全国

属性範囲／ CSJ：同社ディレクトリー（http://www.csj.co.jp/）の利用者

インプレス：「インターネットマガジン」の購読者

選定方法／いずれも無作為抽出

サンプル／ CSJ：2,560人

インプレス：1,281人（うちインターネット既接続者：950人、未接

続者：324人、無回答：7人、図1参照）

調査期間／ CSJ：95年10月24日〜同年11月2日

インプレス：95年12月1日〜96年1月29日

調査方法／ CSJ：同社のWWWにアクセスした人たちへのオンラインアンケート

インプレス：誌上アンケート（郵送・FAX）

2.利用歴

調査対象となった人たちの利用歴は図2（CSJ調査。Ｎ＝2,492）、図3のとおり

（インプレス調査：既接続者のみ対象。N＝950）。図2では「12ヵ月」までが

86.7％、図3では「1年未満」までが57％を占めており、この1年間で利用者が急

増したことを数字の上からも証明している。

興味深いのは、図2のグラフ上に「7〜12カ月」と「2カ月」をピークとする2つ

の山がある点だ。CSJが調査を実施した時期から逆算すると、春先と秋口にあた

る。春先といえば低料金を“目玉”とする2次のプロバイダーが登場したり、1次

プロバイダーの中にも利用料金を抑えたメニューで個人市場を開拓しようとする

動きが活発になってきた時期である。

この頃にインターネットを始めた人たちが最初のピークとなり、それに刺激さ

れた人たちが秋口のピークになったとも想像される。いずれにしても利用料金が

下がったことが、利用者の増加に寄与したことは間違いないだろう。
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第 3 章インターネットの現状
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図１ インターネットの利用実態 (I)
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図２ インターネットの利用歴 (C)
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図３ インターネットの利用歴 (I)

(I)：インプレス調査を基にしたグラフ

(C)：CSJ調査を基にしたグラフ
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